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相手を思いやる気持ちを大切に 

校 長 木村 貴哉  

 

７月上旬並みの暑さの中行われた、体育祭。当日は、多くの保護者の皆様、地域の御来賓の

皆様の見守る中、響き渡る声とともに、本校の校庭に指中生の輝く姿がありました。当日は、

生徒一人ひとりが、全力を尽くすことのできた素晴らしい体育祭となりました。御来賓の方か

らは、元気な中学生の姿に感動し、元気をもらったという言葉をいただきました。本校生徒が、

地域の皆様に支えられ大切にされていることを、改めて実感いたしました。 

さて、６月は、さいたま市の「いじめ撲滅強化月間」です。さいたま市では、平成２６年に

「さいたま市いじめ防止基本方針」を制定し、それ以降、いじめ防止に向けた取組として、毎

年、「さいたま市子ども会議」、「いじめ防止シンポジウム」を開催してきました。令和６年度

からは、２つの取組を統合させ、「さいたま市ストップいじめ！子どもサミット」を開催し、

子どもを真ん中に据えた取組として、市をあげて、いじめ撲滅に取り組んでいます。子どもサ

ミットは、市立学校の代表児童生徒、教職員、保護者、地域団体、関係行政機関等が一堂に会

し、協議等を通して、「いじめをしない、許さない、起こさない、見逃さない」環境づくりに

ついて考え、いじめ防止に向けた気運の醸成を目指しています。 

いじめを防止するための取組は様々ありますが、大切なのは、いじめは「いつでも、どこで

も、誰にでも」起こる可能性があることを認識し、一人ひとりの生徒が、自分の言動に責任を

もって日々の生活をすることだと思います。 

近年、中学生のスマホ所持率も年々増加し、本校も例外ではありません。そのような中、  

ＳＮＳ上での書き込み、写真や動画の無断掲載などを原因としたいじめも、増えてきています。

インターネットの世界では、一度発信した情報は、発信者の意図を遥かに超えて、世の中に広

がっていきます。その危険性を十分理解しないまま、スマホを所持したり、ＳＮＳを利用した

りすることは、大変危険です。中学生は、その認識の甘さから、思いがけないトラブルを起こ

すことがあります。だからこそ、保護者の皆様には、スマホ利用について、今一度ルールを確

認し、家庭での指導・支援をお願いいたします。 

本校でも、先日５月２６日の生徒集会にて、学級委員会を中心に、具体的な事例を基にいじ

めについてみんなで考えるという取組を行いました。そして、今後、生徒が様々な人に感謝の

気持ちを伝えていく掲示物である「ありがとうの木」を実施することが発表されました。いじ

め撲滅の取組として、「ダメ！」だけを伝えるのではなく、相手のことを思いやり、日頃の感

謝を言葉にして伝えることで、明るい学校を作り、いじめを生まない雰囲気を創り出そうとい

う素晴らしい取組だと思います。今月はいじめ撲滅について全校を挙げて取り組みますが、そ

れを一時的な取組として風化させることなく、いじめ撲滅のため、日常的に取り組んでいきた

いと思います。 

今後も、学校内だけではなく、教職員、保護者、地域、生徒が、いじめ撲滅に向けて、共通

認識のもと、いじめなんて起こらない・起こさせない、明るい学校の雰囲気づくりに努めると

ともに、生徒の発する小さなサインを見逃さず、情報を共有し、連携して迅速かつ適切な対応

を行ってまいります。 

令和８年６月１日（月） 第３号 ～自信と誇りに満ちた指中生～ 



 

 


